令和４年度長野県農業大学校特別公開講座（第1回）開催要領
１　趣　　旨
長野県農業大学校客員教授を講師として、本学学生に加え農業関係者、食品産業関係者や広く県民を対象に、農業を中心とした幅広いテーマに関する講演会を開催し、農業に関する最新の知識の普及を図る。
２　主　　催
　　長野県農業大学校
３　日時及び開催方法
（１）日　　時　　令和４年７月25日（月）午後１時10分から午後４時20分
（２）開催方法　　ＪＡ長野県総合研修所　　講堂　
長野市松代町大室3700　026-278-5646
　　　　　　　　　一般はYouTubeでの視聴
（３）申込み方法　電子申請
４　内　容
（１）講師：　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 11(せのお),妹尾)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 11(けん),堅)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 11(いちろう),一郎)　氏
特定非営利活動法人産学連携推進機構 理事長
　　　　　　長野県農業大学校 客員教授
（２）演題： 「持続可能社会における農と食のビジネスについて考える」
〜容器包装問題から農業シミュレーションゲームまで〜(仮)
　＜講演概要＞
　世界が大変革期に入りました。資源枯渇と環境汚染に挟まれて、従来型の経済社会の大変革が求められています。他方でデジタル技術は驚異的な進展を示しています。日本は完全に遅れをとりました。加えて、ロシアのウクライナ侵攻に端を発したエネルギー問題や通貨危機は世界に大きな経済変動をもたらすでしょう。農と食も例外ではありません。「安全で美味な食材・食品を洒落た容器包材に入れれば売れる」という”昭和発想”だけでは立ちゆかなります。
　そこで本講演では、特にサーキュラーエコノミー（資源循環経済）を中心に世界の動きを俯瞰的に解説すると共に、最新の話題を紹介し、次世代「農と食のビジネス」について考えます。
５　聴講対象者：約２５０人
　　　長野県農業大学校の学生・研修生、農業経営者、青年農業者、農業法人、
農業団体関係者、食品産業関係者、行政関係者、経済団体関係者、一般県民等
